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◆ 工業団地と企業数

成田空港圏とは・・・成田市、芝山町、多古町、富里市、香取市、山武市、
栄町、神崎町、横芝光町の９市町
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成田空港圏の規模 ： 人口 396,606人 世帯数 145,222世帯
（Ｈ22国勢調査より）

空港内就業人口 ：空港内従業員数 38,689人
うち 空港圏 20,682人（構成比 53.5％）

（2011年度 成田空港内従業員実態調査より）

成田空港の空港圏への経済効果
◆成田国際空港が立地することにより、開港当初から比べると、人口、雇用、財政規模、企業立地などの全てにおい
て増加している。
◆成田国際空港が立地することにより、開港当初から比べると、人口、雇用、財政規模、企業立地などの全てにおい
て増加している。

工業団地数 企業数

成 田 市 4ヵ所 47社

富 里 市 2 35

香 取 市 2 20

山 武 市 3 25

栄 町 1 22

神 崎 町 1 6

多 古 町 1 11

芝 山 町 4 45

横 芝 光 町 2 19

合 計 20 230



空港圏の騒音地域の実情と課題
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１．落下物からの危険を回避す
るための移転補償

２．騒音対策に係る区域指定に
よる集落分断の解消

３．夜間における航空機騒音の
評価と対策

4．住宅防音工事の施工内容の改善 5．周辺対策交付金の拡充 ６．運用時間の厳守

移 転

移 転



➥今後、都心直結線（30分台）、北千葉道路の早期
整備により、都心アクセスが一層便利に。

外環道（松戸－市川高谷間）、圏央道（大栄－松尾
横芝間）により北関東のアクセスが便利に。

１.鉄道・道路アクセスの強化

➥スカイアクセス線の開通（空港・日暮里間36分）、
成田空港・東京間の格安高速バス（900円～）の運
行開始により、利便性が格段に向上。

≪オリンピックに向けて、以下の道路・鉄道アクセスを早急に整備すべき≫
◆都心直結線の早期整備
◆外環道（松戸－市川高谷間）、圏央道（埼玉－茨城・つくば間、大栄－松尾横芝間）の早期整備
◆北千葉道路（印旛－成田間）の早期整備

≪オリンピックに向けて、以下の道路・鉄道アクセスを早急に整備すべき≫
◆都心直結線の早期整備
◆外環道（松戸－市川高谷間）、圏央道（埼玉－茨城・つくば間、大栄－松尾横芝間）の早期整備
◆北千葉道路（印旛－成田間）の早期整備

東京湾アクアライン
ＥＴＣ利用による料金割引社会実験を
2014年3月まで実施
（以降10年間継続予定）

今後取り組むべき事項（空港機能強化・空港地域活性化策）
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２. 豊富な国際線ネットワークを活用したトランジット機能の強化
として国際競争力を有する国際拠点空港は成田空港であり、国家戦略としてトランジット機能も含め、

空港機能の強化をすべき。
トランジット旅客の市内観光への誘致
⇒ ① 海外での徹底的なPR

② 空港やホテルから市内へのアクセス整備（短時間で周遊できるツアーなど）
③ 入国管理の円滑化（入国審査に係る所要時間を２０分以内に、ビザ・寄港地上陸許可（ショアパス）の緩和）

として国際競争力を有する国際拠点空港は成田空港であり、国家戦略としてトランジット機能も含め、
空港機能の強化をすべき。

トランジット旅客の市内観光への誘致
⇒ ① 海外での徹底的なPR

② 空港やホテルから市内へのアクセス整備（短時間で周遊できるツアーなど）
③ 入国管理の円滑化（入国審査に係る所要時間を２０分以内に、ビザ・寄港地上陸許可（ショアパス）の緩和）

空港名
就航都市数
（2014夏）

国際線発着回数
（2013年）

国際線旅客数
（2013年）

成田 100都市 17万回 3,055万人

関空 68都市 8万回 1,181万人

羽田 23都市 4万回 797万人

中部 27都市
（旅客便）

3万回 446万人

◆世界34カ国3地域、100都市と結ばれた充実した国際線ネットワークを有する。◆世界34カ国3地域、100都市と結ばれた充実した国際線ネットワークを有する。
◆国際線は年間17万回が運航され、国内他空港と比較して群を抜いている。
（羽田の4.3倍、関西の２倍）
◆国際線は年間17万回が運航され、国内他空港と比較して群を抜いている。
（羽田の4.3倍、関西の２倍）

◆米国と東アジア・東南アジアを結ぶトランジット拠点の位置にある。◆米国と東アジア・東南アジアを結ぶトランジット拠点の位置にある。

◆昨年3月からオープンスカイが導入され、平成26年度中に年間発着容量
30万回に向けた空港機能の強化が行われる。
◆昨年3月からオープンスカイが導入され、平成26年度中に年間発着容量

30万回に向けた空港機能の強化が行われる。

ＮＡＡ提供

ＮＡＡ提供：2014年4月現在

5


